
１．指定する道路の路線名及び区間

路 線 名 区 間

大阪府道高速大和川線
（阪神高速６号大和川線）

大阪府堺市堺区築港八幡町１番89から
大阪府堺市堺区築港八幡町16番２まで

２．指定する期日 平成25年12月15日

１．指定する道路の路線名及び区間

路 線 名 区 間

大阪府道高速大和川線
（阪神高速６号大和川線）

大阪府堺市堺区築港八幡町１番89から
大阪府堺市堺区築港八幡町16番２まで

貸 借 対 照 表
平成25年３月31日

（単位：円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資産の部 負債の部
Ò 流動資産 Ò 流動負債

現金及び預
金

597¶120¶943 運営費交付
金債務

412¶774¶942

未収金 39¶411¶780 未払金 148¶485¶166

たな卸資産 352¶150 前受金 3¶444¶341

その他流動
資産

4¶447¶109 短期リース
債務

36¶825¶342

流動資
産合計

641¶331¶982
預り金 25¶699¶411

Ó 固定資産
流動負債
合計

627¶229¶202

１ 有形固定資
産

Ó 固定負債

建物 5¶996¶716¶945
資産見返負
債

減価償
却累計
額

�2¶225¶133¶405 3¶771¶583¶540 資産見返
運営費交
付金

558¶981¶123

構築物 322¶644¶475
資産見返
寄附金

13¶571¶093

減価償
却累計
額

� 225¶286¶502 97¶357¶973 資産見返
物品受贈
額

41¶480¶296 614¶032¶512

機械及び
装置

489¶964¶468 長期リース
債務

14¶603¶462

減価償
却累計
額

� 372¶280¶363 117¶684¶105 資産除去債
務

13¶575¶048

車両運搬
具

3¶760¶699
固定負債
合計

642¶211¶022

減価償
却累計
額

� 3¶384¶630 376¶069
負債合計 1¶269¶440¶224

工具器具
備品

3¶337¶391¶540

純資産の部

減価償
却累計
額

�2¶642¶326¶198 695¶065¶342

Ò 資本金

土地 6¶165¶209¶000

政府出資金 11¶785¶708¶759

有形固
定資産
合計

10¶847¶276¶029

資本金合
計

11¶785¶708¶759

Ó 資本剰余金
資本剰余金 1¶816¶574¶349

損益外減価
償却累計額

�3¶310¶276¶434

損益外減損
損失累計額

� 444¶600
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車両制限令第３条第１項第２号イに定める道路の指定の公示

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構公示第 18号
道路整備特別措置法施行令（昭和31年政令第319号）第19条第１項の規定により読み替えて適用さ

れる車両制限令（昭和36年政令第265号）第３条第１項第２号イの規定に基づき、通行する車両の総
重量の最高限度が車両の長さ及び軸距に応じ最大25トンである道路を、次のとおり指定する。
平成 25年 12月 13日 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構

理事長 勢山 “直

車両制限令第３条第１項第３号に定める道路の指定及び同令第
10条第１項に定める通行方法の公示

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構公示第 19号
道路整備特別措置法施行令（昭和31年政令第319号）第19条第１項の規定により読み替えて適用さ

れる車両制限令（昭和36年政令第265号）第３条第１項第３号及び第10条第１項の規定に基づき、通
行する車両の高さの最高限度が4•1メートルである道路を次のとおり指定し、併せて、当該道路を通
行する高さが3•8メートルを超え4•1メートル以下の車両の通行方法を次のとおり定める。
平成 25年 12月 13日 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構

理事長 勢山 “直

２．指定する期日 平成25年12月15日
３．通行方法

１の道路を通行する高さが3•8メートルを超え4•1メートル以下の車両は、次の通行方法によらな
ければならない。
{ 走行位置の指定
トンネル等の上空障害箇所では、車両又は車両に積載する貨物が建築限界を侵すおそれがある
ので、車線からはみ出さないよう走行するとともに、道路に隣接する施設等に出入りするためや
むを得ず車線からはみ出す場合は、標識や樹木等の上空障害物に接触しないよう十分に注意する
こと。

| 後方警戒措置
後方車両に対し十分な車間距離を取らせ、交通の危険を防止するため、横寸法0•23メートル以

上、縦寸法0•12メートル以上（又は横寸法0•12メートル以上、縦寸法0•23メートル以上）の地が
黒色の板等に黄色の反射塗装その他反射性を有する材料で「背高」と表示した標識を、車両の後
方の見やすい箇所に掲げること。

} 道路情報の収集
道路の状況は、工事の実施等により変化することがあるので、あらかじめ道路情報を収集し、
上空障害箇所のないことを確認の上走行すること。

独立行政法人労働安全衛生総合研究所平成24年度財務諸表に関
する公告

平成 25年 12月 13日 東京都清瀬市梅園１`４`６
独立行政法人労働安全衛生総合研究所

理事長 前田 豊
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